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す
べ
て
の
組
合
員
の
み
な

さ
ん
!

動
労
千
葉
は
、
第
八
回
支

部
代
表
者
会
議
に
お
い
て
、

四
・
二
二
、
一
七
ス
ト
ラ
イ

キ
を
輸
と
し
た
春
闘
統
一
行

動
を
確
認
し
た
。

ス
ト
拠
点
は
、

四
・
二
ニ
第
一
波
ス
ト

マ
幕
張
支
部

(
幕
張
電
車
区
及
び
営
業
協

議
会
)

千
葉
県
労
働
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
・
十
三
時

l
・
家
族
を
含
め
全
力
結

集
)

大
四
・
一
七
清
算
事
業
団
公

判
(
千
葉
地
裁
・
地
裁
ロ

ビ
l
九
時
四
O
分
集
合
)

の
取
り
組
み
を
全
力
で
貫

徹
し
、
八
九
春
闘
勝
利
、
大

幅
賃
上
げ
獲
得
、
要
求
貫
徹

に
む
け
て
全
力
で
決
起
し
よ

う
で
は
な
い
か
!

四
・
一
七
第
二
波
ス
ト

マ
新
小
岩
地
区

マ
佐
倉
地
区

(
新
小
岩
機
関
区
、
佐
倉
機

関
区
及
び
営
業
協
議
会
)

わ
れ
わ
れ
は
、
ご
の
ス
ト

決
起
を
力
に
、

大
四
・
一
四
動
労
総
連
合
定

期
中
央
委
員
会
(
千
葉
職

員
集
会
所
・
十
三
時

1
)

大
四
・
一
五
動
労
千
葉
十
周

年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
(

三
月
二
一
白
、
東
京
都
労
委
は
、
国
労
東
支
配
介
入
」
と
し
て
い
る
o
V春
闘
山
場
の
現

京
新
幹
線
支
部
組
合
員
七
五
名
に
対
す
る
在
、
私
鉄
総
連
な
ど
の
組
合
員
は
堂
々
と
ワ
ッ

「
勤
務
時
間
中
の
国
労
バ
ッ
ジ
着
用
」
を
理
ペ
ン
着
用
。

V
こ
れ
は
当
り
前
の
組
合
活
動
。

由
と
し
た
厳
重
注
意
処
分
と
夏
季
手
当
カ
ッ
都
労
委
の
バ
ッ
ジ
勝
利
命
令
も
当
り
前
。

ト
を
不
当
労
働
行
為
と
認
定
し
、
処
分
の
撤
し
か
し
当
局
は
、
「
増
収
活
動
不
参
加
者
は

固
と
手
当
カ
ッ
ト
分
の

L

，h
b
'
‘

F
M
‘
.
‘
他
職
場
に
ト
レ
ー
ド
す

支
払
い
を
J
R東
海

に

川

"

イ

す

が

-

創

同

園

る

」

、

国

労

組

合

員

の

命
じ
た
。
都
労
委
命
令

j
a
a
守
・
・

U
同

r
d
j
u川
蛍
光
ベ
ン
着
用
は
「
見

は
、
「
バ
ッ
ジ
着
用
は
，

P
5
2
3
5

ば
え
が
悪
い
。
は
ず
せ
」

正
当
な
組
合
活
動
」

2
2可
話

句

4
i
'
J
(い
ず
れ
も
千
葉
駅
)

吋
ゴ
刊
行
J
i
l…
…
或
較
第
抵
一
働
詮
品
目
配
r
u
日目

「

バ

ッ

ジ

着

用

で

職

場

濠

識

が

…

議

滞

l

l
公
然
と
強
行
す
る
。

規
律
や
業
務
の
運
営
に
支
障
し
た
と
か
、
そ
春
闘
ス
ト
決
起
、
四
・
一
五
レ
セ
プ
シ
ヨ

の
お
そ
れ
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ン
を
成
功
さ
せ
、
強
権
的
労
務
支
配
を
打
ち

処
分
や
手
当
減
額
は
組
合
活
動
を
理
由
と
す
破
ろ
う
/

る
不
利
益
扱
い
。
国
労
の
弱
体
化
を
犯
っ
た

し
ゼ
予
言
d
d

川
ハ
・
不
止
援
‘
ス
ラ
J
I
ρ

工
・
瑛
体
計
局

1
川
沼
混
同
は
悔
い
湯
例
者
、
長
]

ス
ト
う
イ
綜
…
…
を
ま
幅
賃
上
げ

九
一
一
一
が
弦
…
ト
和
総
恥
担
一
主
体
高
3
n
d
i
t
-

今
、
労
働
者
の
生
活
と
権

利
は
と
と
ご
と
く
破
壊
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。

政
府
・
自
民
党
・
支
配
階

級
は
、
自
ら
が
生
き
の
び
る

た
め
に
、
「
空
前
の
好
景
気
」

で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
確
実

に
危
機
が
迫
っ
て
い
る
が
ゆ

え
に
、
賃
上
げ
抑
制
、
福
祉

切
り
捨
て
、
年
金
改
悪
な
ど

を
強
行
し
、
戦
争
国
家
化
へ

と
突
き
進
ん
で
い
る
。

一
方
、
「
連
合
」
や
既
成

指
導
部
は
、
完
全
に
屈
服
し
、

労
働
者
の
切
実
な
要
求
を
踏

み
に
じ
っ
て
い
る
の
だ
。

わ
れ
わ
れ
は
、
四
%
か
五

%
と
ば
か
り
の
賃
上
げ
で
が

ま
ん
す
る
こ
と
な
ど
絶
対
に

で
き
な
い
。
消
費
税
の
導
入

と
便
乗
値
上
げ
に
よ
っ
て
「

物
価
」
は
、
う
な
ぎ
昇
り
で

結
成
十
回
拝
記
念

'
あ
る
。
四
%
や
五
%
は
、
実

質
大
幅
賃
下
げ
だ
。
そ
の
裏

で
、
自
民
党
の
腐
り
き
っ
た

連
中
の
懐
に
は
、
労
働
者
か

ら
し
ぽ
り
と
っ
た
七
兆
円
・

八
兆
円
も
の
「
不
労
所
得
』

が
ご
ろ
が
り
こ
む
の
で
あ
る
。

賃
上
げ
や
要
求
を
実
力
で

も
ぎ
り
と
る
。
と
の
原
点
に

戻
り
、
国
労
の
闘
う
仲
間
と

と
も
に
、
春
闘
再
構
築
は
む

け
た
大
き
な
第
一
歩
を
、
踏

み
出
す
の
だ
。

全組合員が血を流し、涙を流し、そして昨季利した 10年/

本
松
零
時
、
長
部
品
申
請
内
大
破
口
!

第
二
に
、
と
の
闘
い
は
、

反
合
・
運
転
保
安
機
立
、
清

算
事
業
団
闘
争
勝
利
、
自
民

党
・
竹
下
内
閣
打
倒
に
む
け

た
本
格
的
闘
い
へ
の
突
破
口

で
も
あ
る
。

怒
り
は
渦
巻
い
て
い
る
。

し
か
し
、
国
民
の
九
五
%
が

不
支
持
を
表
明
す
る
竹
下
が

何
故
居
直
っ
て
い
ら
れ
る
の

カ
?と

の
好
機
に
、
労
働
者
が

ハ
ラ
を
す
え
て
闘
い
に
起
ち

上
が
ら
な
い
か
ら
だ
。

す
べ
て
の
組
合
員
の
み
な

さ
ん
!
怒
り
を
結
集
し
闘
い

に
起
と
う
!
春
闘
勝
利
!
総

力
を
あ
げ
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を

貫
徹
し
よ
う
!
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指
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ト


